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大正から昭和の初期にかけて「赤ちゃん審査会」という催しが行われた。本書は、
堺市に残された記録（写真帖）を通して、この催しの社会的背景や意義を考察する。

審査会の呼称はさまざまだが、私立帝国小学校校長の西山哲治が企画した「赤
ん坊展覧会」がその原点とされるという。当時の日本は乳児死亡率を下げること
が国家の課題の一つだったために、日本社会に根付いていなかった児童保護や児
童愛護、児童相談、衛生、健康などの概念の普及が急務だった。内務省は展覧会
にその普及を後押しする効果を期待して全国に広めていき、その結果、赤ちゃん
審査会は、健康な乳幼児とその家族と医師とを結びつけるメディアとなった。

著者は、堺市赤ちゃん審査会記念写真帖（帳）から、産婆（助産師）の社会的
な地位や、医師との関係なども見て取る。産師法（産婆法）案制定の紆余曲折、
妊産婦保護の場所の呼称の変遷などからも、関係者、関係団体による一種のパワー
ゲームがあったことを丁寧に描き出している。

しかし、赤ちゃん審査会の児童愛護の理念は、戦時体制の中で次第に「健民強
兵」、「健児報国」などと接続して、国家の良質な人的資源として健康な乳幼児を
増やそうとする国民意識へと変わっていく。

著者はこの不幸を「…国家プロジェクトの達成に医師や産婆、看護婦、保健婦
ら専門職者はその職務を通じて貢献することで戦争に動員され、自らもまた人々
を翼賛体制に動員していった…」と悔恨の気持ちを込めて記している。
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